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研究成果の概要（和文）：本研究では、国立大学の中期計画を対象として、内容や進捗管理の課題に関する研究
を行った。また、IRによる中期計画の策定の支援の実践を行い、その成果を検証した。また、国立大学における
中期計画の策定に対するIRの支援の状況に関する実態調査を行い、現状と課題を把握した。また、IRによる計画
策定に対する支援のあり方を検討した。さらに、研究成果をもとに、計画策定の支援等を行う人材育成プログラ
ムの開発を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we conducted research on content and progress management 
issues for the national university's medium term plan. We also implemented support for the 
formulation of a medium-term plan by IR and verified the results.In addition, we conducted a survey 
on the status of IR support for the formulation of the mid-term plan at national universities and 
grasp the current situation and issues. Also, I examined how to support the plan formulation by IR. 
Furthermore, based on the research results, we developed a human resource development program to 
support planning.

研究分野： 教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
 我が国の大学が直面する多様かつ急激な
環境変化に対応するためには、明確な目標を
定めたマネジメントが必要であり、その実現
には、データに基づく適切な経営計画の策定
と実行の進捗管理が必須である。特に、国立
大学は、中期計画・法人評価を通じた経営改
善が強く求められているが、大学の実態を踏
まえた計画の策定及び IR による計画策定の
支援の手法は確立されていない状況であっ
た。 
 
２．研究の目的 
 上記の状況を踏まえて、本研究では、国立
大学の中期計画を対象として、国立大学の中
期計画の実態調査、及び、中期計画の策定に
対する支援の実践等を通じて、その現状と課
題を検証し、もって、我が国の国立大学の計
画策定と IR による支援のあり方を明らかに
すること、計画策定の支援等を行う人材育成
プログラムの開発を行うこと等を目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
平成 27 年度は、文献調査や第 2 期の中期

計画の進捗管理の検証を行った。また、研究
代表者･研究分担者の所属する国立大学にお
いて、第 3期の中期計画・年度計画の策定の
支援を実践した。さらに、「IR 人材育成プロ
グラム」（九州大学、大学院生対象、5科目 2
単位）、教職員の評価・IR 能力の向上を目的
とする研修「SD セミナー」（九州大学）等に
研究成果や実戦経験を活用した。 
平成 28 年度は、前年度の中期計画策定の

支援等の実践の検証とともに、国際交流、学
修成果等の分野における第3期の中期計画を
素材として、ロジックモデルの枠組みを元に、
中期計画の課題の分析を行った。 
平成 29 年度（最終年度）は、国立大学の

計画担当理事に対するアンケート調査を実
施し、IR による中期計画の支援の現状と課題
を調査するとともに、そのあり方を検討した。
また、これまでの研究成果を踏まえて、IR 人
材の育成を目的とする「IR 集中講習会」（平
成 30 年 1月 30 日、東京国際フォーラム、66
名参加）を開催し、事後実施したアンケート
調査では好評との結果が示された。 
 
４．研究成果 
 研究期間全体を通じて、中期計画の現状と
課題、IR の支援のあり方を検討し、支援を実
践し、その結果の検証を進めた。 
平成 27 年度の検証の結果、中期計画と年

度計画の間の策定主体の違い、策定の視点等
の齟齬が進捗管理に支障を生じさせている
等の中期計画の課題が明らかになった。 
平成 28 年度の検証の結果、現在の中期計

画にはインプットに関する記述が多く、現在、
重視されているアウトカムに関する記述が
少ない等、経営に関する学内コミュニケーシ

ョン促進と目標共有のためのツールである
経営計画としての課題が明らかになった。 
平成 29 年度の調査の結果、IR に対する中

期計画の策定支援のニーズは大きいが、実際
に支援を行っているIRは少数に留まること、
現在 IR が行っている支援と今後期待される
支援にはずれがあること等の課題が明らか
になった。 
以上のような研究成果を、研究代表者･研

究分担者の所属する国立大学において、IR に
よる計画策定の支援の実践に活用してきた
が、依然中期計画には課題が見受けられる。
このため、引き続き、中期計画策定の支援の
実践と研究を通じて、IR の支援手法の改善を
図る。 
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